
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. あらかじめホームページからダウンロードしてハード 

ディスクの任意の場所に解凍しておいたファイルを 

ダブルクリック（またはクリック）する 

 

２．ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合は、 

［続行］または［はい］をクリックする 

 

３．ユーティリティをインストールする 

お使いのパソコン環境によっては、画面が表示されるまで 

時間がかかることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．次の画面が表示されたら、WiMAX端末（UD01NA 

またはUD02NA）をパソコンに接続する 

 

 

 

 

＜UD01NA の場合＞ 

 

 

 

 

＜UD02NA の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ドライバをインストールする 

【Windows Vista®／Windows® 7 の場合】 

（画面は Windows Vista®の例です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Windows® XP の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールマニュアル 

＜注意事項＞ 

 ・ ユーティリティおよびドライバのインストールには、そのコンピュータの管理者権限（Administrator 権限）が必要です。管理者権限のあるユーザでログインしてください。  

 ・ インストール作業を行う前に、パソコンのすべてのアプリケーションと、タスクトレイなどに常駐しているアプリケーションを終了させてください。  

 ・ インストール中はパソコンの電源を切らないようにしてください。 

 ・ インストール途中で操作を誤ったりエラーになった場合は、途中までインストールしたソフトウェアをいったんアンインストールして、もう一度初めからやり直してください。  

 ・ ドライバのみ公開はしておりません。必ずユーティリティソフトウェアをインストールしてからドライバのインストールを行うようにしてください。 

インストールを開始する前に、 

WiMAX端末（UD01NAまたはUD02NA）をパソコンか
ら取り外してください。 

（取扱説明書「本商品の取り扱いについて」参照） 

※上記の画面が表示されず、タスクバーに表示されている場合は、

タスクバーの表示をクリックして上記の画面を開いてください。 

ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合は、 

［続行］をクリックする 

※上記の画面が表示されるまで時間がかかることがあります。 

※上記の画面が表示された場合は、［続行］をクリックしてください。 

※「いいえ、今回は接続しません」をクリックし、［次へ］をクリック

してください。 

画面が表示されなかった場合は、
すでにドライバのインストールは完了しています。 

以降の手順は不要ですので、WiMAX 端末（UD01NA また
はUD02NA）を接続してご利用ください。 

あらかじめホームページから 

UQ WiMAX Connection Utility をダウンロードし

て、ハードディスクの任意の場所に保存後、解凍

しておいてください。 

AM1-001123-002 
2009 年 10 月 

「このセットアップのもう１つのインスタンスがすでに
 実行されています…」のメッセージが表示された場合は、
［OK］－［キャンセル］をクリックしてWiMAX端末
（UD01NAまたはUD02NA）をパソコンから取り外し、 

パソコンを再起動して、再度手順1からやり直してください。

WiMAX USB TYPE UD01NA 

WiMAX PCMCIA CARD TYPE UD02NA 

Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation  
の米国およびその他の国における登録商標です。 

※上記の画面が表示されるまで時間がかかることがあります。 

下記の画面が表示された場合は、［このドライバソフトウェア

をインストールします］をクリックする 

下記の画面が表示された場合は、［ドライバソフトウェアを 

検索してインストールします（推奨）］をクリックする 

下記の画面が表示された場合は、画面の指示にしたがって

再起動してください。 

下記の画面が表示された場合は、画面の指示にしたがって

再起動してください。 

 

 

右記の画面が表示された
場合は、［修正］を選択して
［次へ］をクリックし、手順 4

へお進みください。 

右記の画面が表示された 

場合は、［このドライバソフ
トウェアをインストールしま
す］をクリックする 
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